
 

 

福島県地域公共交通計画の変更について 

 

 

１ 概要 

○ 福島交通(株)と会津乗合自動車(株)の合併に伴う修正 

  ・ 福島交通(株)と会津乗合自動車(株)が地域社会への貢献と企業としての総合

力を高め、ブランド力の強化や人材確保などを目的に令和 8年 4月 1日付けで

合併することに伴い、令和 8年 4月以降の地域間幹線系統等の内容を反映。 

   【ｐ45、49、51（２）圏域別の地域公共交通ネットワーク将来像、ｐ61【バス

事業者及び市町村におけるオープンデータ化割合】、ｐ83～92【別表】地域公

共交通確保維持事業（地域間幹線系統確保維持費国庫補助金）の活用につい

て】 

 

 

２ 計画改正の内容 

  別紙「新旧対照表」のとおり 
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